
        令和７年１月８日 

寄居町立寄居中学校 

生徒数２９４名  校長 岡田 久志 

「記号接地」で学力向上 
（略）さて、２学期終業式で皆さんに私が入学式・始業式でお願いをした３点について、Ａ～Ｄの４段階で自己評価し

てもらいました。学校全体の評価が、一番よかったのは、１学期と同様、「命を大切にしてください。」というお願いでし

た。Ａ＋Ｂが９８％でした。（１学期９６．２％）命を大切にするという意識が高いことは、仲間の命も大切にできる人が

多いということです。だから、どのクラスも学び合いがよくできているのだと思いました。また、特に、３年生の皆さん、

受験（検）は団体戦とよく言われています。寄居中のチームワークの良さで困難を仲間とともに乗り越えてください。 

２番目に高かったのは、「夢や目標に向かい挑戦し続けてください。」というお願いでした。Ａ＋Ｂが９０．６％でした。

（１学期８５．２％）２学期終業式で紹介した吉田松陰先生がおっしゃったこと、「志を立て以て万事の源と為す」つまり、

すべては、志（夢や目標）を立てることから始まるということです。多くの生徒の皆さんが、夢や目標に向けて、頑張っ

ていることが実感できて、とてもうれしかったです。（略）３学期も小さな目標と大きな目標を掲げてください。 

残念ながら、１学期も２学期も一番低かったのは、「学習習慣を確立してください。」というお願いでした。Ａ＋Ｂが７

３．８％でした。１学期は、７１．９％でしたので、あまり変わっていないように感じますが、実は、全学年に共通して

いるのは、Ａの評価が、１学期よりも数値の向上がみられました。つまり、「授業中、主体的に取り組んでいます。」や「家

庭学習をがんばっています。」と自信もって答えられる生徒が多くなったということです。その証拠として、１１月の全校

朝会で自主性・主体性を身につけるために、家庭学習プロジェクトを提案しました。その１ヶ月が経った１２月に各学年

に様子を聞いてみたところ、１年生は、全クラス学級会を行い、自分に合った勉強法を考え、最後に各自で書いた「私の

学力向上宣言」を教室に掲示してありました。また、学年の学習部が学年の先生にお願いして、冬休みに数学と英語の補

習を行ったそうです。２年生は、２年３組が「学力向上プロジェクト・２－３家庭学習改革」と題して、学級会を行いま

した。「効果的な取組」や「続けていくためにできる工夫」について、クラス全員で多くの意見を出していました。その中

に「目標を決めてキャンペーンをする」という取組を学年委員会に提案するとありました。クラスだけでなく学年全体の

ことも考えている人がいることに感心しました。３年生は、学年の学習部の生徒が家庭学習キャンペーンを提案し、実施

しているそうです。ノート１ページをポイントとして貯めていき、クラス対抗で競い合うそうです。また、７名の生徒が、

冬休み中に数学の補習をお願いに来て、２日間実施しました。実際、様子を見させていただきましたが、仲間どうしで学

び合いが活発に行われ、感銘を受けました。少しずつ学力向上に対して意識が変わり始めてきた生徒によって、寄居中の

良き伝統がすでにスタートしています。一人でも多くの生徒が、この良き伝統を築く仲間になってください。 

皆さんに「記号接地」という言葉を紹介します。１２月２４日の毎日新聞に「学力不振の根本原因を探る」というテー

マで、慶応大学教授の今井むつみさんの記事が掲載されていました。皆さんの学力向上に役立つと思いましたので、紹介

します。今井教授は、まず、子供たちが学校の勉強でつまずく原因はどこにあるのかを明らかにするため、広島県教育委

員会と共同開発した小学生対象の「たつじんテスト」を実施しました。このテストの結果、特に読解力に大きな問題があ

ることが明らかになったそうです。そのつまずきを解消する方法として、「記号接地」という言葉を用いて説明されていま

した。「記号接地」とは、リンゴが３個、ミカンが５個あります。全部でいくつになりますか？という問題を解くときに実

際にリンゴとミカンをイメージしたり、図を描いたりして、考える過程のことです。つまり、言葉で書かれた問題を自分

の頭の中で具体的なものとして捉えようとすることが「記号接地」です。この過程が大切な理由は、次の４点です。 

１、「理解が深まる」 ２、「記憶に残りやすい」 ３、「応用力がつく」 ４、「思考力が深まる」 

（略）今後、「記号接地」を意識することで良いことがあります。 

◎国語の読解力が向上します ◎数学の成績が上がります ◎他教科の成績も向上します 

（略）では、実際にどうすれば学力向上につながるかを４点（①～④）にまとめてみました。 

①「図や表を活用する」：問題文の内容を図や表にまとめることで視覚的に捉えやすくなります。 

②「具体的にイメージを持つ」：言葉で表現されたものを自分の頭の中で具体的なイメージに変換してみてください。 

③「五感を使いながら考える」：実際に触ったり聞いたりにおいをかいだりすることでより鮮やかなイメージを作ることができます。 

④「声に出して考える」：言葉に出して考えることで思考が整理され、理解が深まります。 

最後に、今井教授の言葉が印象的でしたので紹介します。「自分で考えて間違えながらも修正していく全ての過程が記

号接地だということ」「学ぶ人自らが、記号接地できなければ本当の理解は得られない。」 

（略）ぜひ、３学期に学力を向上したい人は、全教科で授業中、「記号接地」を意識して取り組んでみてください。 

今日から始まる３学期は、３年生は、卒業まで３５日間、１・２年生は、修了式まで４２日間と、とても短い期間で進

級・進学を迎えます。蛇は、短い脱皮の期間に古い皮を脱ぎ捨て、大きく成長をします。短い３学期ですが、皆さんが、

一日一日、目標に向かって全力を尽くし、蛇のように大きく成長することを期待して、３学期始業式の式辞とします。 

（3 学期始業式式辞より一部省略） 

学 校 教 育 目 標 

自ら学ぶ生徒 人を尊ぶ生徒 自ら鍛える生徒 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ＰＴＡ担当より】第２回資源回収では大変お世話になりました。 

【教育委員会より】町費英検に向け「よりＥ土曜塾」に御参加下さい。 

１月行事予定 

日 曜日         行 事（１月） 

1 水 元日・冬季休業日・学校閉庁日（部活動中止） 

2 木 冬季休業日・学校閉庁日（部活動中止） 

3 金 冬季休業日・学校閉庁日（部活動中止） 

4 土 冬季休業日 

5 日 冬季休業日 より・E 土曜塾 

6 月 冬季休業日 

7 火 冬季休業日 

8 水 ３学期始業式・職員会議・時間割 C週 

9 木 
給食開始・全学年実力テスト・避難訓練・
PTA交通安全指導 

10 金 身体測定（１・２年） 

11 土 より・E土曜塾 

12 日 寄居町二十歳式 より・E 土曜塾 

13 月 成人の日 

14 火 
学年会議 身体測定（３年）  

薬物乱用防止教室 

15 水 学年朝会 

16 木 生徒会の日 地域学校保健委員会 

17 金 調査書等作成委員会 

18 土 より・E土曜塾 

19 日 より・E土曜塾 

20 月 安全点検日 

21 火 
３校合同花植え・PTA総務会 

３年私立高校受験直前指導 

22 水 私立高校入試中心日 

23 木 
私立高校入試中心日 

２年生スキー・スノボ教室（長野菅平） 

24 金 ２年生スキー・スノボ教室（長野菅平） 

25 土 町公費英検受検日（１・２年） 

26 日  

27 月 職員研修 

28 火 全校朝会 

29 水  

30 木  

31 金 
１・２年授業参観（２年生はスキーふり
かえり／学年学活）・学級懇談会 

行 事（２月） 

1 土 より・E土曜塾 

2 日  

3 月  

4 火 給食集会 

5 水 ３年学年末テスト 

6 木 ３年学年末テスト・PTA交通安全指導 

7 金 職員会議 

8 土 開校記念日 より・E 土曜塾 

9 日 第 70 回寄居町駅伝大会 

【２月の主な予定】 

 2/12 ： 寄居ふるさと探究学（町長への提言） 

２/19～21 ： １・２年生学年末テスト 

２/26～27 ： 埼玉県公立高等学校入試（５科・面接・実技） 

 

 

 

 

 ～ 文武両道・寄居中生の活躍 ～  
 
★多くの生徒が表彰され代表生徒が賞状を受け取りました。 
 
○第 65 回大里地区児童生徒発明創意くふう展 
○新人体育大会兼県民総合スポーツ大会地区予選会・県大会 
○令和６年度町内科学展 
○身体障害者福祉のための第 66 回埼玉県児童生徒美術展 
○第 59 回郷土を描く児童生徒美術展 
○令和６年度寄居町読書感想文コンクール 
○本庄第一高等学校第 33 回中学生作品コンクール美術部門 
○令和 6 年度町内美術展 
○第 48 回埼玉県アンサンブルコンテスト中学生北部地区大会 
○第 76 回明るい選挙啓発ポスターコンクール 
○寄居町食育の日「私のチャレンジカード」 
○給食標語                    他多数 

 
 一斉総合「生徒が創りたい寄居のまち」  

 
12 月 4 日（水）に、一斉総合「生徒が創りたい寄居のまち」

の発表会が行われました。探究ハイクから始まり、ゼミで学び合
い、11 のゼミがそれぞれの探究内容を発表しました。ゼミによっ
ては、寄居町への提言も含め全校へ伝えていました。 
この探究学習での学びをもとに、2 月 12 日（水）には寄居町

中央公民館にて、町内３中学校の代表が、峯岸町長に提言を行う
機会があります。 
 

 
 令和６年度「道徳の町・寄居」道徳講演会  

 
12 月 10 日（火）に寄居町出身で、現在「主

夫芸人」として活躍されている家政アドバイザ
ー中村シュフ氏を講師にお招きし、令和６年度
「道徳のまち・寄居」道徳講演会を開催しまし
た。城南中学校をメイン会場して寄居町役場、
町内の各小中学校をオンラインでつなぎ、中村
氏には町内小中学校の児童生徒からの質問に
答えていただく形で講演会は進みました。 
この道徳講演会を迎えるまでに、各クラスで

事前に道徳の授業で事前学習を行いました。ま
た tetoruにて保護者の皆さまにも教材を配信し
ました。御家庭でも話題にしてください。 

 
 第 59回郷土を描く 

児童生徒美術展  
 
３年生      さん 

 
   県知事賞 受賞 
 

「城あとのちかくの川」 
 
    おめでとうございます。 

ますますの活躍を期待しています。 


